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「商業資本実存条件としての商品流通
(市場〉についてJ (3) 
谷
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仁三〕社会的総資本と個別資本との再生産=流通形式
問題提起
(A) 社会的総資本の再生産=流通形式
(B) 社会的総資本と個別資本の再生産=流通形式
(C) 総括
〔三〉 社会的総資本と個別資本の再生産=流通形式
問題提起
〔ー J r単純な商品流通形式について」の(e)総括性)一(a) r~資本論』 第二巻
の出発点としての商品についてJ (1富大経済論集J13-3， 1997年1月〉並び
に〔二J 1資本の循環と一般的商品流通形式J(1富大経済論集J'10-4， 1968 
年 1月〉において指摘した如く， w資本論』第二巻は W'als Wから出発し，
かつ一般的商品流通を前提としていた。そして商品資本の循環形式において始
めて，第二巻の前提としての一般的商品流通は包括されるO 形式で示せば，
W'-G-W である。
所で，商品資本の循環は， W' als W ではなくて， .W'als 
W-G-W 
Kapitalverhaltnisから出発するO したがって，今や， W' als 
W-:-G-W 
W を前提とする流通形式を W'als Kapitalver1泌ltnisを出
発点とする流通形式において見直さねばならぬ。
「まさに W'……W'なる循環がそのコースの内部で W(=A+Pm)なる形
態での他の産業資本を前提とするくそして Pmは，種々の種類の他の資本，
たとえば吾々の場合では機械，石炭，油などを包括する〉が故にこそ，この循
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環そのものは，これを一般的な循環形態，すなわちそのもとで各個の産業資本
が(それが最初に投資された最合を除けば〉考察されうる社会的形態として考
察するのみならず¥したがってすべての個別的産業資本に共通な運動形態とし
て考察するのみならず，同時に，個別的諸資本の総和・つまり資本家階級の総
資本・の運動形態÷ーそこでは各個別的産業資本の運動が，他の部分運動と絡
みあい他の部分運動によって制約される一部分運動としてのみ現象するような
運動一ーとして考察することを要求するのである。」
これを形式で表わせば以下のようになるO まず個別資本の再生産の形式は，
W'-G'-Wく~m... p…W' 
詳Lく表示すれば，
(W (G-Wく2m…P…W'
W'.{ ---.，.. G'~ lw--"U-.(g_W 
と資本価値の流通と剰余価値の流通とに分離するO 更に，資本価値部分を W
(C+V) ，剰余価値部分を Wcω と表わせば，資本価値の流通，剰余価値の流通
は次のようになる。但し，簡単化のため以下，単純再生産を前提とするG
資本価値の流通 W山町一一G-W<~m
剰余価値の流通 W (.m) -g-w 
かくて， W'は次のように分解しうるO
川T(C)ー Gー (P.m.)W 
1+ 
W'イWCV)-G一一一A
l十
¥w (.m)-g---w 
さて，資本価値のうち，不変資本部分は次の形式で填補される。
W(C)ー G ー (P.m)v¥Ti (iニ1， 2，……n) 
(Pm) W'1 -G'-W...p...W' 
(Pm.) W2 -G'-W・..p...W'
CPm)W'n -G'-W・..p…¥V'
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(Pm) W'" (Pm) W'2，…… (Pm) W'n における数字1， 2， 3，…… nは特殊生産
部門の種類を表わす。
(Pm) Wi(i=1， 2，…… n)は現物填補される生産手段の種類を表わす。
資本価値のうちの可変資本部分
Wcv)-G-A 
A-G-CLm)W 
この形式において，可変資本価値が現物填補されるO 他方，商品として労働
力が再生産されるためには次の流通形式をとって，生活手段が購入され，個人
的消費されねばならぬ。
A - Gー (Lm)Wi (i=1， 2，…n) 
tLm)W'j-G'-W...p...W' 
(Lm)W'2-G'-W...p...W' 
〈Lm)W'3-G'-W…p...W'
lLm)W'n-G'-W…P…W' 
かくて，可変資本価値の現物損補並びに商品としての労働力の再生産=流通
形式は次のようにからみあう。
羽Tcv)ー G-A
A -G一 (Lm)Wi (i=1， 2，……n) 
(Lm) W'j--G'-W... P…W' 
(Lm) W'2一一一G'-W…p...W'
〈Lm)"¥九九一一一G'-W-P…W'
剰余価値(ここでは単純再生産を前提としているので〉は資本家の生活手段
において現物填補されるO
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Wω- gー CLm)Wi ( i =1，2，3，…n) 
tLm)W'I--G'-W…P …W' 
CLm) W'2一一一G'-W…P…W'
(Lm) W'n一一G'-W…P…W'
かくて，個別資本における資本価値，剰余価値の再生産=流通形式のからみ
あいを総括すれば次のようになるO
rWω- Gー CPm)Wi (j =1， 2， 3，…n) 
1十
くPm)od CLm) W'イWcv)-G-A 
1+ 
¥wω-gー CLm)Wi (i = 1，2，3，…n) 
A-~ ~G-CLm)Wi (i = 1， 2，3，… n) 
〈Pm)W'I--G-W...p....W'
(Pm) W'2一一一G'~W...p...W'
(Pm) W'n一一一G'-W"'p...W'
〈Lm)W'l~~-~G'-W"'P"'W' 
〈Lm)W'2一一一G'-W"'p...W'
(Lm) W'n一一一G'-W"'P'''W'
すなわち，いかなる個別資本にとってもこの再生産=流通形式の絡みあいに
おいて，資本価値，剰余価値の現物填補をなす。
所で， W'はそれの商品としての使用価値からみれば，生産的消費あるいは
個人的消費のいづれかに入るO それ故， (Pm) od CLm) W'と表わした。
さて，上述の形式はさしあたり次のことを意味しているO まず，個別資本が
正常な再生産をなすためには「総商品生産物の消費が資本循環そのものの正常
的進行の条件として前提されている;」
第 2に iW'……W'では商品形態での資本が生産の前提とされているO それ
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は，この循環内で、第二のWにおいて再び前提として帰ってくるO このWがまだ
生産または再生産さ作ていないならば，循環が阻止されているO このWは，大
部分が，他の産業資業の W'として再生産されねばならなし、。この循環では，
W'は運動の出発点・通過点・終結点として実存し， 従ってつねに存在するO
それは再生産過程の恒常ー的条件で、ぁ2。」
かくて，個別資本が正常な再生産をなすためには，社会的総資本の正常な再
生産を前提とするO 換言すれば，再生産条件が充たされねばならぬ。
所でまず「社会的総資本は個別的諸資本の総和に等しし、」“dasgesellschaft-
liche Kapital二 Summeder indidivuεllen Kapitale，従って， i社会的資本の総
運動は個別的諸資本の諸運動の代数学的総和に等しし、J(das gesamtbewegung 
，des gesellschaftlichen Kapitals=der algebraischen Summe der Bewegungen 
;der individuellen Kapitale.) 
個別資本の総和としての社会的総資本を L;CPm) Wi， L; CLm)JWiと表わす。
すれば個別資本の運動の代数学的総和としての社会的総資本の運動は次のよう
JこなるO
(G-Wく?…P…W'
L; CPm) W'i -G' ¥ 
i=l l g一 CLm)W
fG-Wく?…P…W'
L; CLm) W'i-G' ¥ 
i=l I gー CLm)W
A一一一 G 一一一 CLm)W
さて，今度はかかる社会的総資本から個別資本を見れば次の問題が生じるO
例えば CPm)W'1 は部門工の不変資本を現物翼補するとするO 今， 'CPm)W'1 
を「産業資本の自立的運動」として見てみるO すれば， CPm)Wl の構成は CPm)
W'l = CPm) W 1 CO) + CPm) W 1 CV) + CPm) W 1 Cm) となるO 他方， CPm)W'1 を社会的
総資本のー断片としてみるO すれば， CPm)W'1 は前提により， CPm) W' 1(C) と
なる。大文字のCは社会的総資本における不変資本部分を表わすとするO すな
わち (Pm)W'I(C)= (Pm) W 1 (C)十 CPm)W くわ十 (Pm)W Cm)となるO かくて， iこの
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〔個別資本の〕運動は，単独の個別的資本の運動としては，社会的資本の総運
動の一部分としづ観点のもとで，つまり社会的資本の他の諸部分の諸運動との
関連において，考察される場合にこの同じ運動が呈するのとは異なる諸現象を
呈する。」
それ故，以下，まず社会的総資本の再生産=流通形式を考察しその後に，
個別資本と社会的総資本の再生産=流通形式を考察するO
注(1) Das Kapital， II. S 92.長谷部氏訳，第二部全(以下，訳Eと略称する。)128頁。
(2) Das Kapital， I. S 89.訳， II. 123頁。
(3) Das Kapital， II. S 89-90.-訳， II. 124頁。
(4) Das Kapital， II. S 93.訳， II. 128頁。
(5) Das Kapital， II. S 93-4.訳， II. 129-130頁。
rw'・..W'はすでにその端初極において資本制的商品生産の姿態として自らを告示
するので、あって，最初から生産的および個人的消費を含む。生産的消費は，またこれ
に含まれる価値増殖は，その運動の分枝としてのみ現象する。最後に， W'は何らか
の生産過程に再び入りえない使用形態でも実存しうるのであるから，生産物諸部分で
表現される W'の種々なる価値成分は， W'…W' が社会的総資本の運動形態たる意
義をもつか個別的産業資本の自立的運動たる意義をもつかに応じて異なる地位を占め
ねばならぬ，ということは最初から明らかである。これらすべての独自性において，
この循環は，それが単なる個別的資本の孤立的循環以上のものなることを示す。」
(6) Das Kapital， II. 93-4.訳， I .129-130頁。
CA) 社会的総資本の再生産=流通形式
第二巻，第三篇，第二十章「単純再生産」第一節「問題提起」において，周
知の如く，次のように問題提起されているO
「社会的資本，つまり総資本一一個別的諸資本は総資本の断片をなすにすぎ
ず，これらの断片の運動はその個別的運動であると同時に，総資本の運動の不
可欠な環でもあるーーの年々の機能をその成果において考察するならば，すな
わち，社会が一年間に提供する商品生産物を考察するならば，如何にして社会
的資本の再生産過程が行われるか，如何なる性格がこの再生産過程を個別的資
本の再生産過程から区別するか，また如何なる性格が両者に共通するか，が明
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らかとなるに違いなし、。年生産物は，社会的生産物のうち消費元本に帰属して
労働者および資本家によって消費される諸部分と同様に，資本を填補する諸部
分すなわち社会的再生産をも含み，したがって個人的消費と同様に，資本を填
補する諸部分すなわち社会的再生産をも含み，したがって個人的消費と同様に
生産的消費をも含む。それはまた，資本家階級と労働者階級との再生産(すな
わち維持〉を含み，したがってまた総生産過程の資本制的性格の再生産をも含
む。」
問題提起は次の三つの命題となるO
(1) 如何にして社会的資本の再生産過程が行われるか。
(2) 如何なる性格がこの再生産過程を個別的資本の再生産過程から区別する
か。
(3) 如何なる性格が両者に共通するか。
以上の三点が明らかになれば，資本の再生産過程，資本家階級，労働者階級
の再生産，すなわち，総生産過程の資本制的性格の再生産が明らかとなるとさ
，れてし、るO
さて，社会的総資本の年生産物 W'を W'als Wたる社会的総商品生産物と
してみるO すれば， .6 (Pm) Wiは社会的総資本を構成する各個別的資本が生産
手段として購入しうる商品量の総和であるO それ故 L;(Pm) Wiを商品としての
使用価値たる形態からみれば，それを構成する商品量は「生産的消費に入りこ
むべき，または少くとも入りこみうる形態をとる諸商品」であるO 叉， .6 (Lm) 
Wiは「資本家階級及び労働者階級の個人的消費に入りこむ形態をとる諸商品1
であるO
他方， .6 (Pm) Wi， L:(Lm) Wiは社会的資本のW'als Kapital verhaltnisでも
ある。
部門工の資本: 4000C + 1000V =5000 
部門Eの資本: 2000 C + 500V = 2500 
m/v=100% とすれば，二大部門の総商品生産物は次の範式となるO
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1: 4000C十2000V十1000M=6000
ll: 2000C + 500V十 500M=3000
従って，この範式を W'als Kapitalverhaltnis， W' als W において表わせばー
次のようになるO
(Pm) W'(6000) = (Pm) W(4000C)十 (Pm)W(1000V)十 (Pm)W(1000M) 
(Lm) W' (3000)二 (Lm)W (2000C)十 CLm)W( 500V)十 CLm)V ( 500M) 
さて「全剰余価値が不生産的に消費される単純再生産の基礎上で必〉然的な諸
転態を研究するならば，そしてその際，これらの転態を媒介する貨幣流通をさ
しあたり度外視するならば，最初から次の三大支点が与えられている。」
(1) 500 I v， 500 I Mの二部門内で、の転態
位) (1000V十1000M)1 : 2000 I cの部門1，I聞の相互転態
(3) 4000llcの部門工内での転態
まず両部門間の転態 (1000V十10OOM)1 : 2000 I cを分析図で、示せば，
1 4必0∞0似 +1い同1凶00∞OV+1凶0∞M[ 
ll[盃 1+ 馴+500M 
所で， 1000工v， 10001班は生産手段として生産的に消費しうる現物形態に
おいて実存し， 2000llcは消費手段として個人的消費しうる現物形態において
実存するO
従って，上の範式の分析図は次のような形式で表わせるO
工: C印Pmω)W(ω40∞0∞0∞C。い山〉汁一+刊I~Pmω)W(α1 附 )+ 叩 W(lO∞0州 ~[ | 
ll:中|トCLmω)W(α20∞0叫+山W(州 )+C山 W(5州〉
すれば(Lm)W (2000C)二 (Pm)W(1000V) + (Pm) W(1000M) 
付) 10001 v :. 1000llc， すなわち， (Pm) W(1000 V) : (Lm) W(1000C) 
(ロ) 10001 M : 1000llc， すなわち， σωW(1000M): (Lm) W(1000C) 
と二部間の転態は二通りに分解されるO
「だが，この相互的転態は貨幣流通によって出来るのであって，この貨幣流
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通は，この転態を媒介すると共にその理解を困離ならしめるのであるが，決定
的に重要である。とし、うわけは，可変資本部分は貨幣形態から労働力に転態さ
れる貨幣資本として，つねに新たに貨幣形態で、登場せねばならぬからで、ぁZ。」
部門工における 10001V= (Pm) W(1000V) に対して投下される貨幣資本1000
(単位〉ポγ ド，更に簡単化のため， 1000工M=(Pm) W(1000M)に対して投下
される貨幣 1000(単位〉ポγ ドとするO
付) 10001 V : 1000 JIc，σωW(1000V).: (Lm) W(1000C)の再生産二流通形式
「部門 Iでは，総資本家は，生産物工一ーすなわち労働者によって生産され
た生産手段一一一の価値のうちV部分として既に実存する部分にたし、し， 1000ポ
ンド(私がポンドというのは，それが貨幣形態での価値なることを示すために
。ゅ
他ならなしう=1000Vを労働者に支払った。」
これを形式で示せば，
1 K (Pm) W(1000V)-1000G-A (1000) 
↓ 
Ip A(1000) -1000G一 (Lm)W(1000) 
「労働者はこの1000ポンドで資本家Eから同価値の消費手段を買い，かくし
ω 
て不変資本Eの半分を貨幣に転形させる。」
Ip A(1000 )-1000Gー (L町 W(1000)
llK (Lm) W(1000C)-1000Gー (Pm)W(1000) 
「資本家Eはまた，この1000ポンドで資本家Iから1000の価値ある生産手段
(15) 
を買う」
TIK (Lm) W(1000C)-1000Gー (Pm)W(1000) 
↓ 
IK (Pm) W(1000V)-1000G一一 A(1000) 
「かくして資本家Iにとっでは，彼等の生産物の部分として生産手段の現物
形態で存在した可変資本価値1000Vが貨幣に再転形され，いまや資本家Iの手
で新たに貨幣資本一一労働力つまり生産資本中の最重要な要素に転態される貨
幣資本一ーとして機能することが出来るO かかる仕方で，彼等の可変資本が，
彼等の商品資本の一部分の実現により，貨幣形態で彼等の手に還流する。」
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かくて， 10001 v， 1000 llcの再生産=流通形式並びに貨幣流通は次のように
なるO
IK 向 W(100W〉-joω↑-A(1000)
1 P A(1000) -1000G I一一仏町W(1000)
llK (Lm) WC1000C)-1000G 'ー(Pm)W(1000) 
貨幣流通 1 K-1 p-I K-1 K 
(ロ) 10001 M : 1000llc， (Pm) W(1000M) : (Lm) WC1000C) 
但し，簡単化のため， 1000Gが工Kより個人的支出されるものとするO
1 K (Pm) WC1000M)-1000G-(Lm) W(1000) 
↓ 
llK (Lm) WC1000C)-1000G一 (Pm)W(1000) 
llK (Lm) WC1000C)-1000G一 (Pm)W(1000) 
↓ 
IK (Pm)WC1000M)ー 1000G一 (Lm)W(1000) 
10001 M， 1000llcの再生産=流通形式，並びに貨幣流通は次のようになる。
工K (Pm) WC1000M)-1000G-(Lm) W(1000) 
↓↑ 
llK (Lm) WC1000 C)-100QGー (Pm)W(1000) 
貨幣流通 1 K-llK-1 K 
叉は llK-IK-llK 
り 40001 c， (Pm) WC4000C)の部門工内での相互転態， 4000Gは貨幣資本
として機能する。
1 K (Pm) WC4000C}--4000Gー (Pm)¥iV(4000) 
1 K (Pm)WC4000C)-4000Gー (Pm)W(4000) 
このことは同時に次のことを意味するO
1 K (Pm)WC4000C)-4000Gー (Pm)W(4000) 
1 K (Pm) WC4000C)-4OOOGー (Pm)WC 4000) 
従って，部門I内での 40001cの再生産=流通形式と貨幣流通は次のように
なるO
--.34 --
IK間向〉W(4000C〉-14000b一向)W(4000) 
イト
貨幣通流 IK-IK 
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但し，社会的総資本の立場からみてこの形式が妥当であるか否かは (b)I社
会的総資本と個別資本の再生産二流通形式」において検討するO
件~ 5001Iv， (Lm) W(500V)部門E内での相互交換， 500Gは貨幣資本とし
て機能するO
ITK (Lm) W(500V)-5uOG-A(500) 
IIp A(500) -500G~ (Lm) W(500) 
IIp A (500) ー 5OOG一(Lm)W(500) 
↓ 
lIK (Lm) W(500V)ー 500G-A(500)
かくて， 5001I vの再生産=流通形式，並びに貨幣流通は次のようになるO
lIK (Lm) W(500V)ー 500G-A(500) 
↓↑ 
IIp A (500) ー500Gー (Lm)W(500) 
貨幣通流 lIK-lIp-llk 
休) 5001IM， (Pm) W(500M)の相互転態，但し 500GはlIKの個人的支出
IIK (Lm) W(500M)ー 5OOGー (Lm)W(500) 
JIK (Lm)W(500M)ー 500G一 (Lm)W(500) 
このことは同次に次のことを意味するO
lIK (Lm) W(500M)ー 500Gー (Lm)W(500) 
↑ 
lIK (Lm) W(500M)ー 5OOGー (Lm)W(50Q) 
従って， 5001I班の再生産=流通，並びに貨幣流通は次のよう EになるO
ーーー~
lIK間 (Lm)W(500M)ー 500Gー (Lm)W(500) 
小 l
貨幣通流 lIK-lIK 
総括
40001 c， (1000V十1000M)1 =20001Ic， 500IIv， 500IIMすなわち， (Pm) 
W(4000C)， (Pm) W(1000V)+ (Pm) W(1000M)= (Lm) W(2000C)， (Lm) W(500 
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V)， (Lm) W(500M)の再生産=流通形式，並びに貨幣流通は次のようになる。
1: 4000C十四E型型1=6000
I 1唖 1+ 500V十 5附 =3000
I 向 W'て'(60ω仰ω0附=向W(ω40∞0∞0叫向W(1叩0州〉十向W(1ω0∞0州〉~I~
I (Lm) W'て(30∞側0叫0
再生産条件 〈σPm町)W(1叩0∞0OV)+(σPm叫〉明W尺(1ω0∞0OM)ニ〈仏Lm町)W(20∞0OC) 
従って， (1000V +1000M) 1 =2000llcの再生産=流通形式と貨幣通流
付) 10001 v=1000TIcの相互転態
1 K， 10001 v， (Pm) W(1000V)ー1000~--J\ (1000)
Ip， A， A(1000〉」1000Gi〈山W(1000)
llK， 1000 llc， (Lm) W(1000C )-1000~~ (Pm) W(1000) 
貨幣通流 IK-Ip-llK 
(ロ) 10001 M= 1000llcの相互転態
IK， 10001 M， (Pm) W(1000M)-1000~ー (Lm)W(1000) 
↓'↑ 
IIK， 1000llc， (Lm) W(1000C)ー1000~ー (Pm)W(1000) 
貨幣通流 IK-llK-IK 
又は llK-1 K--lI K 
1 I昼|十1000V+ 1000M =6000 
I 20∞川C
付 4幼0∞0OIcの転態
↓ 
1 K， 40001 c， (Pm) W(4000C)--4000~一 (Pm)W( 4000) 
小 i
貨幣通流 IK-IK 
ド~ 500ll vの転態
llK， 500llv， (Lm) W(500V)ー 500V-J¥(500) 
↓↑ 
IIp， J¥， J¥ (500 )ー500~ー (Lm)W(500) 
- 36-
貨幣通流 IIK-IIp-IIK 
休:) 500IIMの転態
IIK， 500 IIM，山〉W(500M〉-500d一山)W(500) 
小
貨幣通流 IIK-IIK 
所で，
- 46-
1 (Pm) W'(6000)= (Pm)羽1(4000C)十 (Pm)明1(1000V)十 (Pm)W(1000M) 
I (Lm) W'(3000)= (Lm) W(2000C)十 (Lm)明1(500V)十 (L判明1(500M) 
を (Pm)W'(6000)， (Lm) W'(3000):!において見直せば，すなわち部門1，Iにお
ける商品資本の循環形式でみれば次のようになるO 但し点線は貸幣流通を表
わすO 叉， 4000 1 c， 1000 1 vに対する5000G， 2000 I c， 500 I vに対する2500
Gは貨幣資本として機能するO
、レ
((Pm) W(4000C)一一-4000G-一 (Pm)W( 4000) 
¥ + モ一一一l く …P…(W'} 
(Pm) W'(6000)七Pm)W(1000V)ー ーでー1000GA> A(1000) 
I + ! 
¥ (Pm) W(1000M)，一ート-1000g→一一一(Lm)羽1(1000)
目‘
A(1000) 十ート1000G十下山W(1000)
↓↓ 
( (Lm) W(2000 C)一一一一一2000G _: __ : (Pm) W(2000) 
I + く…P…(W')
(Lm) W'(3000) 1 (Lm) W( 500V)一ーァ 500Gホ A( 500) 
I + :--一ーャ ! 
'(Lm) W( 500M)一一ーナー 500G→一一一(Lm)W( 500) 
!f、 i
A( 500) .ー_"_ 500G-:-一一 (Lm)明T(500) 
(7) Das Kapital， II. S. 395.訳， II. 512頁。
(8)， (9) Das Kapital. II. S. 398.訳， II. 516頁。
側 DasKapital， II. S. 400.訳， II. 519頁。
(1) 以下，第一の命題「如何にして社会的資本の再生産過程が行われるか」の分析並び:
に「分析図」は山田盛太郎著「再生産過程表式分析序論J(1経済学全集」第11巻，改
造社版)に依拠する。
ωDas Kapital， II. S. 401-2.訳， I， 520頁。
ω，(14)， (1日，同 DasKapital， II. S. 402.訳， II. 521頁。
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間 DasKapital， r. S.402-5.訳， r. 521-525頁。
Das Kapital， r. S. 418-425.訳， r. 542-551頁。
「再生産過程表式分析序論J299-304頁。
CB) 社会的総資本と個別資本の再生産=流通形式
CA)において社会的総資本の再生産二流通形式を考察したのであるが，こ
れだけでは不充分であるO というのは，もともと「個別的諸資本は総資本の断
片をなすにすぎず，これらの断片の運動はその個別的運動であると同時に，総
資本の運動の不可欠な環でもある。」からに外ならなし、。
そこで，個別資本の再生産二流通形式は社会的総資本の再生産=流通形式に
如何に貫徹しているのかと云う問題が生ずる。
部門工における CPm)W'(6000) は部門Iを構成している各特殊生産手段生産
部門に投下されている社会的資本 4000C+ 1000V =5000が再生産した資本の
生産物としての商品量であるO 更に，各特殊生産手段生産部門は各特殊生産手
段生産部門に投下されている個別的資本群よりなるO かかる個別的資本群はー
特殊生産手段生産部門の資本の生産物としての商品量を構成する商品量を再生
産する。この事は当然，部門Eにも妥当する O
さて各特殊生産手段生産部門を形成する資本群が正常な再生産=流通をなす
とすれば，次の形式が貫ぬかれならねばならなし、。
(CPm) W (Ci)ー Gー CPωW
I + 
CPm) W'iイCPm)W CVi)ー G-A
l 十
¥ CPm) W Cmi)-gー CLm)W ( i = 1，2， 3，…n) 
つまり， CPm)W'iが実現され， かっそれに実存する資本部分， CPm) W CCj) ， 
CPm) W CVi) ， CPm) W Cmi) が現物填補されねばならぬ。勿論，この形式はー特殊
生産手段生産部門における各個別資本の商品資本循環形式にも同様に妥当す
るO 従って，以下，この形式でもって，ー特殊生産手段生産部門における資本
群を代表するものとするO
このことは部門Eにおいても同様に妥当するO それ故，次の形式となるO
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( (Lm) W' (q)ー G-(Pm)W 
I + 
(Lm) W'i~ (Lm) W' (vi)~G-A 
I + 
¥ (Lm) W' (mi) ~ gー (Lm)W ( i =1，2，3，… n) 
これまでと同様に，以下，大文字の C，V， M，は社会的総資本，小島
剰余価値を表
なお，
可変資本部分，c， v，m，は個別資本の不変資本部分，文字の
わすO
所で，社会的総資本二個別資本の総和であるから価値量からみれば次のよう&
n 
.6 (Lm) W (Ci) = llc 
+ 
21ωW1S1〈Lm〉WhEV
+ 
n 
.6 (Lm) W (mi) = I M 
???
?
?????? ????
?
? ?
』
になるO
(Pm) W CC，)は (pm)W'，たる商品量を再生産するに必要な生産手段とし
て機能しうる現物形態を持った諸商品によって填補されねばならぬ。それは次二，
の形式で現物填補される。
さて，
(Pm) W(c，)ー G 一一一-_6(aiI)(Pm) W 
(a，) (Pm) V¥ト一一G一一-W。2')(Pm) W 一一一一G-W
(an，) (Pm) W一一一一G一一一W
a"， a2'， an" は (Pm)W(C，)を現物填補する商品としての使用価値"
の種類1，2，…nと量を表わすO 従って， al，は特殊生産手段生産部門の不変資
本部分 c，を現物填補する特殊生産手段生産部門(1)の商品種類並びに量を表
但し，
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わすO
上述の式は
一-43-
叩 W(Ol)ー G-FILmW
~(aiI) (Pm) W一一一Gー -W
となるO
(Pm) W (02)' (Pm) W (03) ，… (Pm) W (Cn) についても同様の形式をとるO 今， Ci 
，が現物填補される使用価値・物の種類，量についてみれば次のようになるO
all 
a21 
a31 
anl 
a12 
a22 
a32 
an2 
a13......aln 
a23・・・ a2n
a33・・・ a3n
an3... .ann 
n n n n 
~alj 
~a2j 
~a3j 
~anj 
従って， ωW (02)は有(ω(Pm)W， 
(Pm) W (03) は ZJω(Pm)W
(Pm) W (On) は ~(ain) (Pm) W 
にて現物填補されるO
~(a Ij) (Pm) Wは特殊生産手段生産部
門(1)において生産された商品量のう
ち部門工の不変資本を現物填補した量をあらわしているo このことは z召j?わaむω2
~aiI ~aj2 ~ai3'" ~ain 
i=l i=l i=l i=l 
.….日.~(令anj仏)，についても同様O かくて，社会的総資本=個別資本の総和としてみ
れば，次のようになるO
n n 
~ (Pm) W (Oi) 一-G一一-~ ~(aiD (Pm) W 
515jaijhpm〉W-G-W
所で， Z1(mW仰を社会的内資本の再生産二流通として?れば，それは 4000
10に相当するo叉， G-EZjaルPm)Wにおける zzpij〉伽)Wは，
各個別資本，各特殊生産手段生産部門を形成する資本群が生産した商品量に実
存する不変資本価値 (=Cj，C2，…Cn)に応じて，それ相当の生産手段を現物填補
〈二iEF1115fi2ri奇心しているo 従って己主ω(Pm)W~GにおけるiE15
(aij) (Pm) W は社会的総資本の再生産=流通からみれば， 400010が実存する白
然形態を持つO したがってこれは使用価値，資本価値いづれからみても~~
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かくて，上述の形式は次のようになるO
E1伽)W(4000Ci) 4000G-21EJaれ m)W(4000)
E1EjaiMW(4000C〉-4000G-W〈側
L: CPm) W CVi) ， 
CPm) W CVl) 一一G~A
A一一一一G~L:(αail) CLm) W 
(αall) CLm) W-G--W 
。ij)CPm) W(4000C)と表わせるO
CPm) W CVl)は次の形式において現物損補するO
(αa21) CLm) W-G一一一W
¥ ・・・・・・・........・・・・・・・・・・・・・.....
(αanl) CLm) W-G一一W
CPm) W(V2)， CPm) W(V3)…… CPm) W(Vn) ，いづれも同様の形式をとるO 今商
品としての労働力=Aが再生産のため個人的消費する生活手段すなわち，使用
価値・物の種類・量についてみれば次のようになるO
但し， α十s=l
s>O α>0 
n 
αL:alj 
n 
αL:a2j 
j=l 
n 
αL:a3j 
n 
αL:an 
j=l 
αa13・・・αalnαa12 αall 
αa21 ・・・αa2n
αa33・・-αa3n
αan3・....αann
αa22 
?
?
? ? ? ? ??
αa21 
αa31 
αanl 
αI;ailαL:ai2αL:ai3..α.6ain 
社会的総資本=個別資本の総和としてみれば次のようになるO
L: CPm) W( Vi)一一一-G一一一A
A-一一一一G-I;I:〈αaij)C山 W
L: L:(αaij)CLm)W-Gー -W
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L: (Pm) W (m i) : 1 M 
(Pm) W (ml)は次の形式において現物填補をなす。
向 W(ml)一一g-ZjpωωW
(sall) (Lm) W一一Gー -W
(sa21) (Lm) W一一一G-W
〈san1) (Lll1) }'j ==G-vV 
(Pm) W (m2) ， (Pm) W (m3)'…(Pm) W (iln)いづれも同様の形式をとる。 zipm〉
W (mi)が現物填補される使用価値・物，すなわち部門工の資本家階級が個人的
zyal j〉
ziy伊P向aむω2勾jρ〉
戸iyP向伽a3何りj
戸JyF向仇an何ω吋jρ〉
消費する生活手段の種類・量は次のようになるO
sal3・・・ ...salnsal2 sall 
sa23・・・ ..sa2n
sa'J3・・・ ..sa3n
san3.....sann 
sa22 
????????????
?
sa21 
sa31 
san 
従って，社会的総資本=個別資本の総和してみれば次のようになるO
三1(Pm〉W(mi〉一一-g-125P句)(Lm) W 
EIEjpa山 m)W-G-W
所で， Z1向 W(山五山W但 i) を社会的総資本の再生産=流通としてみ
てみれば，それぞれの価値量は 10001v， 10001 M に相当するO
他方， zzyijhLm〉W を社会的総資本の再生産=流通としてみれば，部門
Iの労働力の再生産に必要な生活手段，並びに剰余価値を現物堤補しているO
L: (Pm)明1(Vi) : 10001 V 
エ;paρ..苔sain)L:Csai2) 号Csau)
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従って，
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???????
?
っ
????
?
???
????
〉?????
?
〉
?
????
?
?
〈 ?
?
? ?
?
ャ
?
? ?
より， E1EFij〉〈Lm〉W には20001Icが実存するO かくて，上述の形式は次の
ようになるO
z1〈σ向P
A(α10∞00) 10∞0OG一一L;L;(αa句り〉λ(Lm叫〉羽wκ(10∞00)
L; L;(αaij) (Lm) W(1000C) -1000G-W(1000) 
51〈PJ(1000mi〉 1000G-1罫向山
515jpω(Lm) W(1000C)ー 1000G-W(1000) 
エ(Lm)W (Ci) : 1IC 
(Lm) W (CI)-Gー (Pffi)Wにおける (Lm)W (CI)は， (Lm) W"Iの生産要素をな
し生産手段として機能せしうる使用形態を持った諸商品によって現物填補され
ねばならぬ。
すなわち， (Lm) W (CI)一一一一一G一一-L;(bil +diI) (Pm) W 
(bl +dl) (Pm) W-G-W 
(b21 +d21) (Pm) W -G--W 
(bnl十dnl)(Pm) W-G--W 
この形式は (Lm)W (C2) ， (Lm) W (C3)…… (Lm) W (Cn)のいづれにも妥当するO
社会的総資本=個別資本の総和としてみれば次のようになるO
L; (Lm) W (C1)-一一一G-L;L;(bij十dij)(Pm) W 
1 i=l j=l 
L; L;(bij十dij)(Pm) W-G--W 
所で，L; (Lm) W (Ci)を社会的総資本の再生産=流通としてみれば，それの価
値量は2000IIcに相当するoG-L; L;(bij十dij)(Pm) W における使用価値・物
- 43-
- 39ー
は部門Eにおける各個別資本，各特殊生産部門を形成する資本群が生産した商
品量に実存する不変資本部分に応じて現物填補したものであるO 従って， (V 
十M)工=1[cにより，L; L;(bij十dij)(Pm) Wには(1000V+lOOOM)工が実存
するo 今， E五1主i?b仏
実存するとするO すれば，上述の形式は次のようになるO
2:1〈Lm〉W〈2000Ci〉 20GOG--22(bij十dij)(Pm) W(2000) 
515;b山 m)W(1000V)-lOOOG-W(lOOO) 
三1Eid山 m)W(1000M)-lOOOG← W(1000) 
L; (Lm) W (Vi) : 1[ V 
(Lm) W (Vl)は次の再生産=流通形式をとって生産資本の可変価値部分の実存
形態たる労働力に現物堤補され，他方，商品としての労働力の実現形態Gは労
働力の再生産に必要な生産手段に現物翼補されるO この生活手段は生活手段生
産部門内の各特殊生活手段生産部門の商品量より現物填補されるO
(Lm) W (Vl)一一一G一一一A
A一一一一一G-~(bil) (Lm) W 
L;(bil) (Lm) W-G一一-W
(Lm) W (Vi) ( i =l......n)いづれにも同様の形式が妥当する。そこで， 社会
的総資本=個別資本の総和としてみれば，次のようになるO
L; (Lm) W (Vi)一一一一G一一A
A G-L; L; (bij) (Lm)明7
i=l j=l 
L; L;(bij) (Lm) W-G一-w
さて，L; (Lm) W (Vi)を社会的総資本の再生産=流通としてみれば，それには
5001[ V に相当する価値量が実存するO 叉，G-L; L;(bij) (Lm) W における使
用価値，物は，上述の形式においてA(500)がそれの再生産のために個人的消
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? ??
?
n 
費しうる生活手段を現物填補したものであるO 従って， L: L: (bρ(Lm)Wは
500II vが実存する商品形態で、あるO かくて上述の形式はぷ誌になるO
n 
ztLm〉W〈500Vi〉 500G-A(500)
n n 
A(500) 500G-L: L:(bρ(Lm)明1(500)
n n 
51Eib山 m)W(500V)ー 500G-W(500)
n 
zfLm〉Wω:IM 
(Lm) W (m[)は次の形式で現物填補される。
n 
(Lm) W (m[)一一G-L:(di[)(Lm) W 
i=1 
n 
L: ( di[) (Lm)一一G-W
この再生産の流通形式は(Lm)W仰 i)(i=[山…n)のいづれにも妥当するO これ
を社会的総資本=個別資本の総和としてみれば，次のようになるO
n n 
ztLJm一一G-~.~jd山m)W
n n 
L: L: (d心(Lm)W-G-W
n 
L: (Lrn) W (mi)を社会的総資本の再生産=流通としてみれば，それには500ITM
n n 
ずに相当する剰余価値量が存在するO 又，G-L: L:(dρ(Lrn) W における使用価
値・物は部門Eの各資本家階級が個人的消費のために現物撰補したものであ
n n 
るO それ故， L: L: (dj) (Lm) W fこは5001IM が実存するO 従って，上述の形式
は次のようになるO
n n n 
L: (Lm) W(500mi)一一一一5OOG-L:I:(bij) (Lm) W(500) 
L: L: (dij)くLm)W(500M)ー 500G-W(500) 
かくて，部門1，'1I内の個別資本・各特殊生産部門を形成する資本群の再生
産=流通と社会的総資本の再生産=流通との関連を表わす形式はさしあたり次
JのようになるO
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n 
.L; (Pm) W (Ci) : 40001 c 
n n z向)W(4000Ci)一一4000G-E1Eja山 m)W(4000} 
n n 
.L; .L; (aij) (Pm) W ( 4000 C ) -4000 G一一-W(4000)
n 
.L; (P判明T(Vi) : 10001 V 
L: (Pm) W(1000vi)一一一一1000G一一一A(1000)
n n 
A (1000) 1000G-.L; I;(αaij) (Lm) W(1000) 
.L; I;(α'i1i.i) (Lm) W(1000C )-1000G-W(100) 
n 
L: (Pm) W (Illi) ，: 10001 M 
n n n 
E1(Pm〉W(1000mi〉一一1000G-25P山 m)W(1000) 
n n 
51Ejpω(Lm) W(1000C )-1000G-W(1000) 
E 
.L; (Lm) W (Ci) : 2000JIc 
n n n 
.L; (Pm) W(2000Ci)一一一一2000G一一-L: L:(bij十dij)(Pm) W(2000) 
i=lj=l 
n n 
.L; L:(bρ(Pm) W(1000V)-1000G-W(10QO) 
n n 五割ij)向 W(1000M)ー 1000G-W(1000) 
.L; (Lm) W (V i) : 500 JI V 
n 
Z1〈Lm〉W(500Vi〉一一500G一一A(500)
A(500)一一一一500G-L:.L;(bij) (L叫 W(500)
n n 
E1諮問(500V)ー 500G-W(500)
n 
.L; (Lm) W (mi) : 500 JI M 
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n n n 
~ (Lm) W(500mi) 5OOG--~ ~(dij) (Lm) W(500) 
n n 
~ ~(dij) (Lm) W(500M)ー 500G-W(500)
さてこの形式を社会的総資本ニ個別資本の総和として見直せば，次のように
なるO
I; (Pm) Wi(6000) : ~(aij+bij十dij ) (Pm) W'(6000) 
i=1(jzi::2) 
n 
(2mW(4000 一一~(a恥山(匂仇ωa何ωjρ一〉
同 + (~に司ごコi::2) く .一….一….一.一……υ.い.一….υ'p
n 
~ (Pm) W(1000vi )-1000G-A(1000) 
n l~~ (Pm) W(1000mi)-1000g -:-~(ßaij) (Lm) W(1000) (jzi:2) 
A(1000) 一一1000G-~(αaij)(Lm) W(1000) 
(jzi::2) 
~ (Lm) W' (3000) 
~(aij+bij十dij ) (Lm) W'(3000) 
(jzi:2) 
it ~ (Lm) W(2000Ci )ー2000G-~(bi
同十 (jzi::2) く………p
n 
~ (Lm) W( 500Vi)-500G-A(500) 
十
n 
~ (Lm) W( 500mi)ー 500g-~(dij) (Lm) W(500) 
(!=i::2) 
A( 500)一一一 500G-~(bij) (Lm) W(500) 
(jzi::2) 
n n 
さて，部門工における~ (Pm) W (4000Ci)， .~. (Pm) W (1000vふ ~，(pm) W 
i=l n i=l n n i=1 
勺くο仰(οω1凶00∞Omiぶ)，部門Iv防ける i2号(Lm叫)W(α20∞00ω，三1ωW(5肋 1〉EF〉W
{500mふはそれぞれ価値量からみれば， 40001 c， 10001 v， 10001 lvI， 2000 
I c， 500 I v ， 500 I lvI，に照応するO しかも， 1 c， 1 v， 1 lvI， Ic， IIv， IlvI，はそ
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れぞれ， ~(aij) (Pm) W(4000C)， ~(bij) (Pm) W(1000V)， ~(dij) (Pm) W(1000 
M)， ~(aij) (Lm) W(2000C)， ~(blj) (Lm) W(500V)， ~(dij) (Lm) W(500M)~ 
(jztE)に実存する。従って，一見次のように云えそうで、あるO
但し，Etpm〉 W(4000心=~(a山pm〉 W(4000C 〉 (jz11)
~ (Pm) W(100vi )=~(bij) (Pm) W(1000V) 
さσm)W(1000mi)=~(dルpm)W(1000M)
さ(Pm)W(2000心=~(aルLm)W(2000C) 
~ (Pm) W(500Vi )ニ乙(bij)(Lm) W(500V) 
~ (Pm) W(500mi) ニ ~(dij) (Lm) W(500M) 
すなわち，左側の列は直接に右側の列と同じであると云えそうであるO 然しヂ
左側の列においての資本価値部分，剰余価値部分が実存する商品としての使用サ
価値=物についてみれば必ずしもかく云えなし、。例えば，部門Iにおけるー特
殊的生産手段生産部門における (pm)W'，をとってみよう。 (Pm)W'，は，
n 
I; (aJj十bJj十d'j)(Pm) W'ニ (Pm)W (0，)十 (Pm)W (v，)十 (Pm)W (m，) 
と表わせるO
さて，確かに (Pm)W'，は生産手段として生産的に消費され得，従って部門-
1， rの不変資本部分を現物填補しうるO とは云え， c" v" m"とし、う個別資本
の資本成分に照応して部門1，rの不変資本部分を現物填補するとは限らない。
n n 
換言すれば， ~ (a'j) (Pm) W (0，)は部門Iの不変資本部分を， .L; (bJj) (Pm) W 
n j=l 
(V，) ， ~(b Jj)W (m，)は部門Eの不変資本部分を現物鎮補するとは限らなし、。確
かに，個別資本の資本成分の担い手としての使用価値量でみればこのように表+
示出来る。然し，使用価値=物の形態規定からみれば三つの場合が考えられる。
n 
まず ~(a ， j 十b Jj +d Jj) (Pm) Wが全部部門Iの不変資本部分を現物填補する。第
こにこれが全部部門Eの不変資本部分を填補するO 第三にこれが一部分は部門r
Iの他は部門Eの不変資本部分を現物填補する。これを社会的総資本の再生産
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二流通においてみれば，すなわち社会的総資本のー断片としてみれば，第一の場
n n 
合は，記号の規定からして， jEJblhOLEJM=0であるo -t"なわち会ω
(Pm) W(C)と表わせる。第二の場合は， ~(ajj)=O すなわち三(b Jj十dlj 〈pm〉 W
n n i=l n J;;-f'v ，-~ 
(V十M)，第三の場合は.6.(ajjj)>O. 6(bJj)>O .6 (djj)>Oであるから，t (aJj) 
n j=l n j=l' j=l 
(Pm) W(C)，三(bj内 ωW(V〉， q(ω(Pm)W (M)となるo 以上のことは，
部門 1，部門Eにおける各特殊生産部門における個別資本・個別資本群が再生
産した資本の生産物としての商品量一ωωW'i， (Lm) W'i( i =1・・ n)ー いづれ
にもあてはまるO
かくて，個別的運動としての個別資本の生産物 (Pm)W' i， (Lm) W' i，と社会的
総資本の断片としての個別資本の生産物たる (Pm)W'i， (Lm) W'i( i =1…n)と
の聞には次のような関連があるO
まず(Pm)W'i， (Lm) Wi'( i = 1…n)が社会的総資本=個別資本の総和に還元
n n n 
されるO すなわち， .6 (Pm) W(4000Ci) .6 (Pm) W(1000Vi)， .6 (Pm) W (1000mi) 
n i=l n i=l n i=l 
.6 (Lm) W (2000cふ .6 (Lm) W(500Vi)， .6 (Lm) W(500mi)に還元される。か
っ，正常な再生産を前提とすれれば，まず価値量からみて乙(4000ci)= 4000 1 
0， .6 (lOOOvi) = 10001 v， .6 (1000mi) = 10001 M， .6 (2000ci) =2000llo， .6 (500 
vi)=500工v，.6 (500mi) =500工M，(1000v十1000心工 =2000lloが成立するのを
条件とするO 更に個別資本を社会的総資本の断片に還元する。そして社会的総
資本の再生産=流通としてみれば，4000工0，10001v， 10001 M， 2000 llo， 500 I v， 
500llM，は次のように実存することを条件とするb .6 (aij) (PωW(4000C)， L:
(bij) (P凶 W(1000V)，.6 (dij) (Pm)明1(1000乱。， I:(aij) (Lm) W(2000C)， .6(bij) 
(Lm) W(500V)， .6 (dij) (Lm) W(500M) (但し， j = 1…n， j =1…n)すなわ
ち， 400010，1000工v，1000 1 v， 2000 I 0， 500 I v， 500 1 Mはそれに照応する商品
形態に実存することを意味する。
以上の点をつきとめておいて，我々が析出した社会的総資本の再生産=流通
と個別資本の再生産=流通との関連を表わす形式の下段の形式をみてみる。
.6 (aij) (Pm) W(4000C )-4000G-W(4000) 
(jzi:2) 
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L;(bij) CPm) W(1000V)-1000G-W(1000) 
(jzi:2) 
L;(b1j) CPm) W(1000M)-1000G-W(1000) o二i:2)
L; (aij) CLm) W(2000 C)ー 2000G-W(2000)
(jzi:2) 
L; (bij) CLm) W( 500V)ー 500G-W(500) 
(}こi:2)
L;(dij) CLm) W( 500M)-500G-VV( 500) 
(jzi:2) 
これらの形式を社会的総資本=個別資本の総和にてみれば，
I;(aij+bij十dij)CPm) W'(6000)-6000G-W(6000) o二i:2)
L;(aij十bij十dij)CPm) W'(3000)-3000G-W(3000) 
(jzi::2) 
従つて， 6ω0∞0OG一W(ω60∞0飢 3ωO∞0OG一W駅附(σ30∞00の〉はι山(G一Wく?に分解され，次
19一 CLm)W
の形式となるO
n n 
14000G-L; L;(aij) CPm) W(4000) 
6000G < 1000G-A(1000) 
n n 
l1000G-~1 ~~ßωCLm) W(1000) 
)2000G-I; I;(bij十dij)CPm) W(2000) 
i=1 j=1 
3000G ~ 500G-A(500) 
n n 
I 500G-L; L:((dij) CLm) W(500) 
すれば，社会的総資本と個別資本の再生産=流通形式は次のように組合わさ
れ，かつ社会的総資本の再生産=流通形式に還元しうるO
40001 c 
?
?
???????? ， 、 、???????? 、
??
?
?
?←
?
?
?
『
??
??
?
?? ??
，?
↓
?
『 ? → 『
?
?
?
?
???????????、???、 、 ，???、 、?
?
????
? ?
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10001 v ; lOOOlIc 
L: 2:; (bjJ) (Pm) 
「一→ (1伎町G.)
W(10∞V)ー1∞OG ・ 1OÒÓG~A(1αぬ〉
代〆
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~~ _n n 
A(l∞0)一一1∞OG~\1α>OG-L; ECαaij) (Lm)' W(lOOQ) 
γi=1 j=1 
ピ¥nn 
515jαaふ Lm)W(1000C)-l側 G・1000G-EIEJb心W(10∞〉
10001 M ; 1000 IIc 
一ーバH)∞G)
515Jdij〉〈pm〉W〈1側 M)ー1側 G71側 G-12号〈hij〉〈LmzW(1000〕t-:.' ;=1 ;;;1 、X了
主1sfy伊P向a山川〈α1∞ωOCω〉一附Gぷ〆〈心;t均ゆ∞側OG一主 去示おお(ω仙diη山j! i i=lj写1
Lぐ今(l∞Q.G))
(10001 v + 10001 M) =-2∞OIIc; 
f一一うじ1O，OOGJ
51Ejb山 m)W(1∞OV〉-mOG-1卯OG-A(l側〉
司 J
'.It n 
A(1000)-1ωq-WG-51EJ館山m)W(1側〉
了一ートバ1∞00)
l V ↓ n n 
E15jω(Pm) WqOOOM)ー lOOOG月仰Gつ25Pjkm〉W〈1側〉
ぷ，Jl n 
:6 L: (aij) (Lm) WC2000G )-200，OGι・2000G-:62:; (bij十dij)(Lm) W(2∞o) 
! I i=l j=l 
~-，( (1∞OG)) 
500TI y 
「ー ぅ(1∞QG)
n n 
:6 r;CbiD (Lm)'WC 500V)ー 500G. 5∞G~AC 500) 
1<'，〆
A( 500)一 5∞GlL・ 6∞G-EIEJb山川(5∞) 
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500ITM 
:一一一一(1000G)
I; I;(dij) CLm) W(500M)-500G • 500G-I; I;(dρCLm) W( 500) 
i=l j=l ↑ i 
但し，矢印は貨幣流通の方向 CGJは投下貨幣を表わす。
かくて， これらの再生産=流通形式から使用価値量を捨象し σωW，CLm)W 
で把握すれば，我々が CAJにおいて析出した再生産=流通形式と同ーとなる。
従って，社会的総再生産=流通形式は各特殊生産部門の資本群，各特殊生産部
門内での個別資本の再生産=流通形式にも貫徹するO
さて，上式を部門工， IT間，部門1，IT内における再生産=流通形式において
整理すれば次のようになるO
2: I;(aij) CPm) W(40ooC)~4000G ・ 4oo0G-I; 2:(aij) CPm) W(4oo0) 
/ヒーー 一ー一 i=lj=l 
1: I;(b1j) (Pm) W(lOOOV)-1000Ç-・ loo0G~A(1∞0)
〈/
E註1よム怠2主討i伊dijり山
Aω〈αω1叩0附∞的〉一→100∞附0必と¥冶W可千《心ωl1bh(〉凶i叩0附∞肌G一2日2〈切ω心
/Y'i=1j=1 
CLm)羽T(1000)
n n 企ノ大 n n 
E1Eiω 〈凶W(20∞C)ー 2000G・2000G-E1計ij十dij)(Pm) W(20∞〉
I; E (bij) CLm) W (500V)-5∞G' 5ooG-AC 500) 
同 j三1 ヘ f
2: 2:Cdij) CLm) W C500M) 一50吋
-ア一一て-
¥1.、
A(5∞〉一ー 5∞G・500G-t .t(b心CLm)W(500) 
かくて社会的総資本の商品資本の循環形式は次のようになるO
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伊OOG-515P山 m)W(4∞0) 
.L;. ?;くaij十bij+d心(Pm) ノイ 〈…"'P"
円 JZIWF(6∞り〉-6000GRIPOOG A(1000〉
ノヤ μ 
V1pooz-512fpai川 m)Wω∞)
A (10∞;-10∞G刈OOO~一子会ω く山 W(1000)
i，' I 円 Eibij十d山田)W(2∞0) 
~. ~Çaij+bjj 十dρ 山〉 ん/ く・…"p'
円同 W'(3000)-3000ぷ~ ?OOG A(5∞〉
尽に I I 
於ご. J/ 
L;(d1J) (Lm) W(500) 
A ( 5∞〉ー 5∞G・ 500G-21Ejbi川 ωW(5∞)
この形式は当然，各特殊生産部門における資本群・個別資本にも同様に貫徹
- 30ー
するO すれば，社会的総資本と個別資本とは如何に関連するのかとしづ問題は
まず-特殊生産部門すなわち第K部門をとる。この部門の商品量は使用価値少
n n n 
物からみれば (1).L;(akj十bkj十dkj)(Pm) W， (2) L; (akj十bkj十dkj)(Lm) W， (3) L; 
(akj十bkj十dkj)CPm) W十乙(akj+bkj十dkj)(Lm) W，の三つの場合に分かれうる 0'
然し正常な再生産を前提とすれば Wkは(1)叉は(2)のいづれかに入る。
次のようになるO
さて簡単化のため第K部門は(1)の場合で、あるとするO 価値量は600であればデ
(1)は.E(akj十bkj十dkj)CPm) W (600) 
所ですでに検討した様に，
と表わせるO
CPm) Wkは商品としての使用価値・物からみて
部門Iの不変資本部分のみを填補しうる使用形態を持つO(1) 
部門Eの不変資本部分のみを填補しうる使用形態を持つO
(2)し、づれの場合にもあてはまる使用形態を持つ。
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という三つの場合に分かれるO
，?、 ? ??? ????
(2) 
(3) 
n n n 
(1)の場合であれば ~(bρ=0， L;(dkj)=O，従って， CPm) WJ，-は ~.(akj) CPm) 
W(600)とな式こ込個別資本51WFals kapi仙 erhaltnis
L;(akj) CPm) .W(400c) 
十
2(むかpm〉WF(600〉{÷土(むかPm)W(100v) 
1 j=l + 
n + 2:(akj) CPm) W(100m) 
?
?
????
? ? ? ????
『〉
?
??????????????? ??????????????????
????
?
?
?
?
n 
27kj〉〈mWF(600〉を社会的総資本のー断片としてみれば，これは 20kj〉
CPm) W'(600C)であるO 従って，
n n 
E(akj) CPm) W(6航〉-600G-600G-27kj〉〈Pm〉W(600〉
という 10の再生産ニ流通形式に還元出来るo かくてzpj〉(凶W'(6航〉
が実現する。
他方， 400c， 100v， 100mは同様に次の再生産=流通形式をとって現物填補
する。
をZJalf内 m)W (400∞--400G・4OOG-_L(ωCPm)W(400) 
n 
すZJaIEhm〉W(1∞v)C-100G・100G-A(附
n 
A(100)一一一 100G・100G-L;(αaik)(Lm) W(100) 
n 
tq(aiEj〉ωW(1∞m)C-100G・1OOG六甲ω 〈山W(100)
n n n 
.A2(ωωF向a仏 Lm)W (1航〉一10∞OG.ぺ10∞OG一乙乙(令ωiりjβ〉叩vV(凶
かくて商品資本の循環形式はP
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n 
400G~I: Caik) (Pm) W(400) 
く........p 
n r: C akj) tPm) W' C 600 C )-600G'・(100G ACI00) 
1似 -q(pωωW(100)
(2)， (3)の場合も同様に社会的総資本の再生産=流通形式に還元出来るが紙数
の関係上省く。
(18) Das Kaiptal， I. S. 395.訳， I. 512頁。
同 DasKapital， I. S. 427-8.訳， II. 553-4頁。
倒 以下，社会的総資本，個別資本いづれにも中位の有機的構成を前提とする。この点
について， Das Kaptal， 1. S. 644.訳， 1. 952-3頁参照。
白1) 記号表示については， 0 ランゲ「再生産と蓄積の理論」王垣良与，岩田昌征訳，
日本評論社，レオンチェフ， Iアメリカ経済の構造J山田勇・家本秀太郎訳，東洋経
済を参照した。
CCJ総括
我々は CAJ社会的総資本の再生産=流通形式において，再生産表式を再生
産=流通形式に還元した。更に， CBJ社会的総資本と個別資本の再生産=流
通形式において， CAJにおいて析出した形式が妥当することを検証しかっ
個別資本の再生産=流通と社会的総資本の再生産流通との関連を考察したO
かかる考察からまず云えることは，一特殊的，個別的な個別資本を W'…vV'
で把握すればこれが同時に社会的なものであると云えるO すなわち，社会的総
資本のー断片としての個別資本でもあるO
従って，個別資本が正常な再生産をなすには社会的総資本の正常な再生産が
前提とされるO 勿論，我々がここで個別資本と云っているのはー特殊生産部門
を代表するものとしてであるO 今，社会的分業としての視角からみれば，社会
的総資本は毛特殊生産部門に分割され，更に，各特殊生産部門は，科・属・種
・亜種と分割されるO かくて，商品としての使用価値・価値いづれからみても
特殊的・個別的なものが同時に社会的であるとしう規定は貫ぬく。
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更に，我々が析出した再生産=、流通形式には，形式のみからみれば，単純な
;商品流通形式， W-G-Wが貫ぬいているO 従って，第二巻が vV'als W か
ら出発し，一般的商品流通を前提としている意味はまさに第二巻第三篇の総再
生産を前提としていると云えるG
とは云え，他方，商品としての労働力の再生産二流通形式A-G-Wは単純
な商品流通形式が直接にあてはまるO 然し W C)ー G-CPm) W， vV CV)一一G-
A， WCm)-gー CPm)Wは同時に資本の運動でもあるO 従って，上述の事を云
うには第三篇を第一篇に還元しなければならぬ。これには別稿にて検討したい。
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